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• 八代 尚 (Hisashi Yashiro) 

• 1978年生 : 青森県弘前市 

• 専門：大気化学、高性能計算、大気科学 

• 海洋研究開発機構→理研R-CCS(AICS)→国立環境研究所 

• 次世代気候モデル研究開発を経て、温室効果ガス観測衛星「GOSAT」プロジェクトが現在の本務

自己紹介

スバールバル島ニーオルスン基地(北緯79度) JAXA三陸大気球観測所（岩手県大船渡市）
温室効果ガス観測技術衛星2号 

（いぶき2号, GOSAT-2）

温室効果ガス観測技術衛星 

（いぶき, GOSAT）



• 2025年6月29日1時33分（日本標準時） 
JAXA種子島宇宙センターからH-IIAロケット50号機（最終号機）にて打ち上げ 

• 10月まで衛星初期チェック期間、7月14-20日に初観測を実施。

温室効果ガス・水循環観測技術衛星「いぶきGW」（GOSAT-GW）

国立環境研究所 成田氏撮影

国環研プレスリリースより
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GOSAT-GW衛星データ処理のための地上システム

写真：奥がG3DPS、手前がGOCF 
筑波大計算科学研究センター別棟に設置

• 基幹システム：G3DPS 
• JAXAから（観測データ）、気象庁から（気象場）、mdxから（温室効果ガス・エアロゾル予測結果）、
それぞれデータを日々受領 

• 利用者へのプロダクト提供（2026年4月頃開始予定） 

• HCI (Nutanix) + Object Storage (Scality RING)：プライベートクラウド 

• HPCシステム：GOCF 
• センサデータから温室効果ガス濃度を算出する計算を担当 
• 200+400TFLOPS, CPU-Only (Intel S.R.), Infiniband HDR 
• 1PB SSD Lustre
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National Institute for Environmental Studies (NIES)
1974年に国立公害研究所として設立
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Supercomputer system in NIES
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      NEC SX Aurora TSUBASA A511-64（運用期間㸸2020 年 3 月㹼2026 年 2 月ࠑ予ᐃࠒ） 

- iv -

表：国立環境研究所のスーパーコンピュータ（ベクトル処理用計算機）の変遷

スーパー
コンピュータ
の機種

型式 導入年度 処理速度 メモリ
転送速度

計算
ノード数 稼働期間

第1号機 NEC SX-3 type 14 1991 5.5GFLOPS※ 12.8GB/s 1 1992.2～
1997.2

第2号機 NEC SX-4 type 32 1996 64GFLOPS 512GB/s 1 1997.2～
2002.2

第3号機 NEC SX-6 type 
64M8 2001 512GFLOPS 2.0TB/s 8 2002.2～

2007.3

第4号機 NEC SX-8R type 
128M16 2006 4.1TFLOPS 8.2TB/s 16 2007.3～

2013.6

第5号機 NEC SX-9 type 
A(ECO) 2013 13.1TFLOPS 16.4TB/s 8 2013.6～

2015.3

第6号機 NEC
SX-ACE 2015 98.3TFLOPS 98.3TB/s 384 2015.6～

2019.11

第7号機
NEC
SX-Aurora
TSUBASA

type
A511-64 2019 622.8TFLOPS 345.6TB/s 256(VE)

2020.3～
2026.2
（予定）

※コンピュータの処理速度をあらわす単位の一つで、1秒間に実行できる浮動小数点数演算の回数。NEC SX Aurora TSUBASA A511-64 
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Performance trends of NIES supercomputer

LINPACK Performance [PFLOPS]
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7th generation of the NIES supercomputer (2019-2025)
623TFLOPS 86TFLOPS

22PByte
~40 active users (vector) 
~50 active users (scalar)
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8th generation of the NIES supercomputer (2026-)
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「環境研究共創拠点」構想（NIES Environmental Research Hub）

【図の出典】環境省（2024） 新たな「環境研究・環境技術開発の推進戦略」の概要　p.12
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「共創拠点」計算基盤・データ基盤の狙うところ

• 計算機環境の全体最適化 
• ハウジング領域に乱立する個人サーバを削減し、トータルの保守管理コストを削減 

• セキュリティガバナンスのさらなる徹底（サポート切れOS・ライブラリ対応、脆弱性対応、etc.） 

• 多様な計算ニーズへの対応：GPU、大容量メモリ、並列計算、Pythonライブラリパッケージの個別構築 

• 似たような計算ニーズへの一括対応：プライベートリポジトリ運用、R・Jupyter環境のテンプレート公開 

• 環境データの集約と利活用促進 
• 各研究課題に仮想マシンを提供し、解析プラットフォームとして利用してもらう 
• 「その場解析」を促進するための環境づくり 
• 研究データ蓄積、管理、共有、公開を１カ所で 
• 適切な公開範囲を設定した環境データのプロジェクト間共有 
• 他機関のデータ基盤と所全体として連携
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mdxを用いたフィージビリティスタディ

• 仮想化基盤の多様な利用形態を検証 
• ５年間での運用の中で、「共用・並列・バッチ処理」と「個別カスタマイズ・定常処理」での計算リ
ソース利用比率を調整しながら運用したい 

• 2023年よりmdxを利用し、仮想化基盤上に構築した並列HPC計算ノード群の性能評価、運用ノウハウ
を蓄積 

• NICAM-LETKFを用いた大気環境解析・予測システムを 
日々実行（温室効果ガス・エアロゾル予測） 

• mdx利用事例4として紹介されている 

（https://mdx.jp/use-case/case4/） 

• 物理サーバのみで構築した並列計算環境と比較して、 

10％程度の性能低下に留まる
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地球システム

資源循環生態系

地域保全 環境リスク 
・健康

福島 
地域協働

社会システム気候変動 
適応

国環研が発信する様々な環境データ・ツール
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「共創拠点」データ基盤の狙うところ（データの公開）

• 現状はプロジェクト・研究ユニッ
ト・グループ・個人単位で作って
様々な方法で公開しているデータ
ベース、データセットのリンク集
でしかない 

• 各研究分野単位で受け入れてくれ
るデータベースがすべてあるわけ
でもない

国環研Webページより
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研究データ公開支援との連携

• 外部資金獲得と連動した研究データ
管理計画の策定、オープンデータ戦
略、適切な研究データ公開など、研
究者が対応すべき事項を所として支
援 

• 集約されたデータ保管場所の提供を
起点に、分野横断的な検索、その場
解析、他機関データベースとの連携
に繋げるのが共創拠点の役割

国環研イントラWebページより
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AI for Scienceの推進

セミの大合唱から個別種を識別するAIを開発 
2025/8/25　国環研プレスリリース

気候予測データを機械学習により詳細化する技術の開発に成功 
2023/4/27　国環研プレスリリース

気候モデルコンポーネントのOn-the-fly学習システムの構築 
<h3-Open-BDECプロジェクト、中島・荒川・住元・八代>
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社会実装のためのAI活用

• 生成AIを用いた環境行動計画策定支援 
• 例えば：行政機関・地方自治体・企業等が作成しようとする、気候変動対策の立案を支援 
（例：JAMSTEC松岡さんのNEDO研究課題「地域気候サービスのための生成AI基盤モデル開発 」） 

• 生成AIを用いた伴走型データ利用支援 
• マニュアル・フォーマット説明書を読まずに、対話的にデータ検索、抽出、可視化を指示 
• 利用するデータのメタデータを説明してもらう 
• 統計処理、可視化処理を行なった時のスクリプトを提供し、利用者は再利用

気候変動予測情報（科学的根拠）

社会経済情報（TCFD/TNFD）等

想定されるリスク 
経済影響・生活影響 地域ごとの緩和策・適応策の提案

AI基盤モデル
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さらに将来的な構想

• オンプレミス脱却は可能か 
• 今回の更新でもクラウド利用は検討した：機動的な計算リソースのスケーリングを考えるならクラウド 
• ストレージのサイズ、データ流量、データ長期保存に関するコストがネック 
• 段階を追うなら、所内オンプレ→外部ハウジングでのプライベートクラウドか 

• 環境研なので、再エネ選択＆PUEの高いデータセンターを使いたい 
• 営業お待ちしています 

• Gfarmの活用について検討するなら 

• 他機関データストレージ・データ基盤との連携：気象データ等は、毎回APIでアクセスしていてはネットワーク帯
域がもたない可能性があるが、自分たちで全体をコピーして持っておけるだけのストレージの余裕はない 

• 利用頻度の高いデータをキャッシュ的に複製保持できないか
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ご清聴ありがとうございました
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